
八
〇

イ

ン

ド

歴

史

学

会

に

出

席

し

て

昨
年
十
月
末

、
印
度
政

府
よ
り
の
招
待
で
西

ベ
ン
ガ

ル
に
あ
る

タ
ゴ
ー
ル
翁
創
設

の
サ

ン
チ

ニ
ケ
ー
タ

ン
大
学

、

ビ
シ

ユ
バ

・
ブ

ハ
ラ
テ

ィ
研
究
所
に
赴
任
の

為

出
発

せ
ら
れ

た
本
学

春
日
井
真
也
教

授
よ
り

こ
の
程
、

「
サ
ン
チ

ニ
ケ
ー
タ
ン
便
り
」

と
題

す
る
た
よ
り
が
も

た
ら

さ
れ
た
。
以
下
は
そ

の
中
、
特

に
イ
ン
ド

歴

史
学
会

に
お
い
て
発
表

さ
れ
た
新
資
料

の

一
部
で
あ
る
。

(
編
輯
部
記
)

春

日

井

眞

也

一
、

プ

シ

ヤ

ミ
ト

ラ

・

シ

ユ
ン
.ガ

は

仏

教

徒

の
迫

害

者

で

は

な

い

ス
リ

・
バ
リ

・
キ

シ

ヨ

レ

・
プ

ラ

サ

ド

ブ

シ
ャ

、こ
ト

ラ

。
シ

ユ
ン
ガ

は

大

変

な
仏

教

徒

の
迫

害

者

で

あ

つ

た

と

大

多

数

の

学

者

は
信

じ

て

い

る
。

か

れ

ら

の
論

証

は
、

デ

イ
ヴ

イ

ヤ

ー

グ

ダ

ー

ナ

(
D
iv
y
a
v
a
d
a
n
a
)

マ
ン

ジ

ユ
ス

リ

目

ム

ル

カ

ル
パ

(
i≦
a
n
ju
s
x
i
--
M

u
lk
a
7p
a
)

と

タ

ー

ラ

ナ
ー

タ

の
仏

教

史

と

含

ま

れ

た
諸

資

料

に
基

づ

い
て

い

る
、

し

か

し

そ

れ

ら

の
注

意

深

い

研

究

に

よ

る

と
、

プ

シ
ヤ

ミ
ト

ラ

・
シ

ユ
ン
ガ

は

、

デ

ィ
ヴ

ィ
ヤ

ー

グ

ダ

ー

ナ

や

タ

ー

ラ

ナ

ー

タ

の
プ

シ

ヤ
ミ

ト

ラ

及

び
信

頼

の
置

か

れ

て

い

る

マ
ン
ジ

ユ

ス
リ
、

ム

ル

カ

ル
パ

の

ゴ

ミ

ム
キ

ャ

(
G
o
m
i
rriu
-

k
h
y
a
)

と
明

ら
か

に
同

一
人

で

あ

り

え
な

い
。

e

こ

の

関
係

に

つ
い

て

注
目

す

べ

き
要

点

は

、

プ

シ
ヤ

ミ

ト

ラ

・

シ

ユ

ン
ガ

は

、

プ

ラ

ー

ナ

(P
u
r
鋤
n
a
)

H
a
r
s
a
c
h
a
r
it
a
°

M

5
l
a
ir
k
a
g
n
im
it
r
a
m

及

び

A
y
o
d
h
y
a

の
碑

文

の
う

ち

に

お

い
て

は

必

ら

す

"
S
e
n
a
n
i"

ま

た

は

"
S
e
n
a
p
a
t
i"

S
称
号

を
も

つ

て

言

及

さ

れ

て

い

る

と

い
う

こ

と

で

あ

る

。

か

れ

は

ど

ん

な
帝

号

を

も
僣

弥

し

な

か

つ

た

ら

し

い
が

、

ω
①
β
9。
℃
①
菖

rv
か

S
e
n
a
n
i
と

か

い
う

言

葉

で
知

ら

れ

あ

る

い
は
知

ら

れ

る

こ
と

を

好

ん

で

い

た

、

こ
れ

故

に
、

そ

れ

は

、

そ

れ

ら

に

よ

つ
て
容

易

に
認

め

る

ご

と

の

で

き

る
プ

シ
ヤ



ミ

ト

ラ

・
シ

ユ

ン
ガ

の

顕
著

な

渾

名

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

。

し

か

し

デ

イ
ヴ

イ

ヤ

!
ヴ

ダ

ー

ナ

に
も

タ

ー

ラ

ナ

ー

タ

の

仏

教

史

に
も

か

れ

は

そ

の
称

号

を

も

つ

て
言

及

さ

れ

て

い

な

い

。

こ
れ

故

に

、
ヂ

イ

ヴ

イ

ヤ

ー

グ
ダ

ー

ナ

及

び

タ
ー

ナ

ラ

ー

タ

の
プ

シ

ヤ

ミ
ト

ラ

が

、

将

軍

の

プ

シ

ヤ

ミ

ト

ラ

・
シ

ユ
ン

ガ

で

あ

つ
た

か

ど

う

か

極

め

て

疑

わ

し

い
。

°

⇔

更

に

、

タ

ー

ナ

ラ

ー

タ
皮

の
飜

訳

文

は
、

ブ

シ
ヤ

ミ

ト
ラ

に

仏

教

徒

の
迫

害

者

と

し

て

の

烙

印

を

押

し

て
は

い
な

い

。

そ

こ

で

は

迫

害

は

外

道

.;?
ち

(
T
ir
t
h
i
k
a
s
)

S
手

で

行

わ

れ

て

い

る

。

t

D
r
°
B
a
g
c
h
i
は

、

ヤ
ヴ

ナ

王

デ

ー

ミ

ト

リ

ア

K

(Y
a
v
a
n
a

K
in
g
'D
e
m
e
t
r
iu
s
)

と

ヤ

ク

シ
ヤ

ク

リ

ミ

セ

ナ

(Y
a
k
s
h
�
-

k
r
im
is
e
n
a
)

と

を

同

プ
に

取

扱

つ
て

い

る

が

,

か

れ

の

見

解

は

、

同

じ

関

係

に

於

い

て
デ

イ
ヴ

イ

ヤ

ー

グ
ダ

ー

ナ

の
う

ち

の

意

外

な

新

事

実

に

よ

つ

て
弱

め

ら

れ

て

い

る
。

か

れ

に

よ

る

と

ギ

リ

シ

ャ
王

デ

ー

ミ

ト

リ

ア

ス
は

プ

シ

ヤ

ミ

ト

ラ

・
シ

ユ

ン
ガ

の
仇

敵

で

あ

つ

た

の

で

あ

る

が

、

ヤ

ヴ

ナ
も

ま

た

か

れ

の
友

人

で

あ

つ

た

し

、

か

れ

は
、

か

れ

の
権

力

の

た

め

に
殺

さ

れ

て

は

イ

ン
ド
歴
史
学

会
に
出
席

し
て

い

な

か

つ

た

。

と

デ

イ

ヴ

イ

ヤ

ー

グ

ダ

ー

ナ

の

う

ち

の

・次

に

述

べ

る

よ

う

な

章

句

は

示

唆

し

て

い

る

。

P
u
s
y
a
m

it
r
a
s
y
a

r
�
jn
a
h

p
r
i
　
t
a
t
a
h

y
a
k
s
o

m

a
h
�
n
a

p
r
a
m

�
n
e

y
�
y
a
m

,

ta
s
y
�
n

u
b
h
�
v
�
t

a
s

r
�
j
�

n
a

p
r
a
t
ih
a
n
y
a
te
°

そ

れ

故

に
、

こ
の

ギ

リ

シ
ヤ

王

は

、

一
見

勢

力

の

あ

る

王

で

あ

つ

た

と

思

わ

れ

る
。

ま

た

プ

シ
ヤ

ミ

ト

ラ

・
ジ

ユ

ン
ガ

時

代

に
デ

ー

ミ

ト

リ

ア

ス
は

、

恐

ら

く

パ

ン
ジ

ヤ
ー

°h

(
P
a
n
ja
b
)

に
於

い
て

は

勢

力

の
あ

る
唯

一
の
王

で

あ

つ

た

。

そ

れ
故

に

、

も

し

そ

う

で

あ

る

と
す

る

と

、

二

つ

の
相

容

れ

な

い
見

解

1

す

な

わ

ち

プ

シ

ヤ

ミ
ト

ラ

・
シ

ユ

ン
ガ

の
仇

敵

Y
a
v
a
n
a

(
D
e
-

m

e
tr
i
u
s
?
)
と

同

時

に
か

れ

の

友

人

と

い

う

ー

を

如

何

に

一
致

さ

せ

る

べ
き

で

あ

ろ

う

か

。

㈲

D
r
.J
a
y
a
s
w
a
l
は

、

諸

王

の
年

代

に
基

づ

い
て

視

ミ

ム
キ

ャ

、

と

プ

シ
ヤ

ミ
ト

ラ

・
シ

ユ
.
ン
ガ

と

を
同

一
視

し

て

い

る

が

、

信

頼

し

難

い
。

何

と

な

れ

ば

、

マ
ン
ジ

ユ

ス
リ

ム

ル

カ

ル

パ

の

作

者

の
年

代

の
考

え

方

は

ひ

ど

く

混

同

さ
れ

て

い
る

か
ら
,で

あ

、
る

。

そ

こ

に

は

ア

シ

ヨ
ー

カ

(
A
s
a
犀
a
)

王

は

、

マ
ウ

リ

ャ
王

八

一



八
二

朝

の

チ

ヤ

ン
ド

ラ

グ

fi

タ

(
C
　
a
n
d
r
a
g
u
g
t
a
)

や

ビ

ン
ド

ウ

サ

ー

ラ

(
しd
博旨
α
縄
ω
鋤
『
鋤
〉

よ

り

も

以

晶削

に
、

し

か

も
,ナ

ン
ダ

諸

王

よ
り

も

以

前

に

す

ら

言

及

さ

れ

て

い

る
。

ア
ジ

ヤ

ー

タ

サ

ト

ル

(A
j
�
ta
s
a
tr
u
)

は

二

回

も

言

及
,さ

れ

て

い

る
。

ゴ

ミ

ム

キ

ヤ

は
、
・
バ

ク

チ
博

士

の
述

べ

て

い
る

よ
う

に
、

軍

隊

の

指

揮

者

と

い

う
意

味

に
基

づ

い

て

、

プ

シ

ヤ

ミ
ト

ラ

.
シ

ユ
ン
ガ

の

称

号

で

あ

る

と

考

え

ら

れ

る

か

も

し

れ

な

い
。

し

か

し

こ
れ

に
対

し

で

軍

除

の

指

揮

者

と

い

う

の

は

、

必

ら

す

し

も

ゴ

ミ

ム

キ

ヤ

の

あ
り

得

る
唯

一
の
意

味

で

は

な

い
と

い

う

こ
と

が

指

示

さ

れ

た

。

ま

た

他

の

詩

句

に

O
o
旨
δ
山
5
伽

と

し

て
言

及

さ

れ

て

い

る

ゴ

ミ

ム

キ

ヤ
は

プ

シ

ヤ

ミ

ト

ラ

を

表

わ

す

の

で
あ

る

が
、

そ

の
意

味

は
不

明

で
あ

り

G
o
m

i
は

J
a
c
k
a
l
で

あ

り

、

ま

た

在

俗

仏

教

信

者

の
意

味

で

あ

る

、

と

バ

ク

チ
博

士

は
認

め
て

い

る
。

一
岬
、

カ

ニ
シ

カ

の
年

代

ス

リ

・
パ

ラ

メ

シ

ユ

ワ

リ

・
プ

ル

・
グ

プ

タ

E
�
s
te
r
n

q

°
℃
.
B
e
h
a
r
,
O
r
is
s
a

Q

位

置

で

発

見

さ

れ

、

S
is
u
p
a
lg
a
r
h
,
P
a
t
a
lip
u
t
r
a
,
S
a
h
e
t
-M

a
h
e
t

の

発

掘

で

発

見

さ

れ
た
古
銭
資
料
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ら
の
地
方

に
於
け
る
ク
シ
ヤ
ー

ナ
の
領
土
拡
張
は
、
西
暦

二
世
紀
以
前
で
は
あ
り
え
な
い
、
と
、

こ

.

の
論
文
で
指
摘
し
て
お
い
た
。

シ
ナ
・
チ
ベ
ッ
ト
の
伝
説
は
サ
ヶ
ー

ク
ガ

(S
a
k
eta
)
及
び
パ
ー
ク
リ
プ
ト
ラ

と
と
も

に
カ

ニ
シ
カ
の
戦

争
を
記
録
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
カ

ニ
シ
カ
の
年
代
は
西
暦

二
世
紀

以
前

で
は
あ
り
え
な
い
。

こ
の
結
論
は
、

タ
キ
シ
ラ

(↓
9。
邑
9。
〉
及

び
ベ
グ
ラ
ム

(切
①ひq蕁
ヨ
)

の
発
掘
に

よ

つ
て
確
証
さ
れ
て
い
る
。

更
に
、
そ
れ
は

く
蝉
口
一く
こ
犀

の
典
籍
に
示
唆
さ
れ
て

い
る
。
か
れ

は
、
カ

ニ
シ
カ
紀
元
の
最
初

の
有
り
う
べ
き
期
年

に
っ
い
N

Z
ed
a

及
び

d
巳

刻
文
の
、天
文
学
上
の
材
料
に
基
づ
い
て
、

そ
の
年
代
を

西
暦

一
三
四
年

と
算
定
し
て
い
る
。

三

、

サ

タ
ヴ

ハ

ナ
王
朝

の
沒

落

シ

ユ
リ

・
ピ

ー

。

エ

ス

●
ハ

ヌ

マ

ン
ト

ハ

・
ヲ

ウ

サ
タ
ヴ

1
ナ

(S
ata
v
a
h
a
n
a
)
王
朝

の
沒
落
は
、
仏
教

と

バ
ラ

モ
ン
教
と
の
激
烈
な
闘
争
に
よ
つ
て
惹
き
起
さ
れ
た
。
サ
タ
ヴ

ハ
ナ

諸
王
は
、
バ
ラ
モ
ン
教
及
び
カ
ー
ス
ト
制
度
の
擁
護
者
で
あ
つ
た
。

一
般
大
衆

の
精
神
的
要
求
に
報
い
る
こ
と

に
よ
う
て
、
仏
教
の
発
展



を

阻

止

し

た

プ

ラ

ー

ナ

(
国

3

顔
9。
)

の
宗

教

は

、

か

れ

の
保

護

の

も

と

に
発

展

し

た

。

し

か

し

西

暦

二

世

紀

の
後

牟

に
、

ナ
ー

ガ

ル

ジ

ユ
fi

(
N
�
g
似
r
ju
-

昌
帥

龍

樹

)

の
大

乗

仏

教

は
、

仏

教

を

大

衆

の

具

体

的

な

宗

教

に
変

形

し

た
°

Y
a
g
n
a
.S
r
i

と

同

一
視

さ

れ

る
、

ナ
ー

ガ

ル

ジ

ユ
ナ
と

」同
時

代

の

サ

タ
ヴ

ハ

ナ

は
、

公

然

と
仏

教

を

保

護

し

た

。

サ

ド

ヴ

ハ

ナ

(
S
a
d
v
a
h
a
n
a
)

及

び

そ

の

ア

ー

チ

ヤ

ル

ヤ

(
臣
o
ゴ
僧
亳

9
)

の
た

め

に
d
r
i
度

'

仏

教

は

通

俗

的

と

な

り

、

バ

ラ

モ

ン
教

の
強

敵

と

な

つ

た
。

バ

ラ

モ

ン
教

徒

は

そ

の
発

展

を

憤

慨

し
、

ま

た

カ

ク

ー

サ

リ

ト
サ

ガ

ラ

(K
a
th
a
s
a
r
it
h
s
a
g
a
r
�
)

及

び

玄

弉

(口
哨び
①
昌
↓
ω
㌶

ロ
ひq
)
の

記

述

は
、

ナ

ー

ガ

ル

ジ

ご

ナ
と

そ

の
保

護

者

が

バ

ラ

モ

ン
教

の

反

動

的

犠

牲

と

な

つ
た

こ

と

を

指
摘

し

で

い

る

。

そ

の
結

果

と

し

て

生

じ

た
混

乱

は

、

サ

タ
ヴ

ハ

ナ

の
首

都

の

近

く

に
便

宜

上

駐

在

し

て

い
た

イ

ク

シ

エ
ヴ

ク

の

人

々

(
I
k
s
h
v
a
k
u
s
)

を

激

励

し

た

。

イ

ク

シ

ユ
ゲ

ク

・
サ

ン
タ

ム
ラ

(
涛

菩

≦
動
犀
⊆
qO
餌
亭

t
a
m
u
la
)

は

、

好

戦

的

な

バ

ラ

モ

ン
教

を

復

興

す

る

た

め

に

軍

除

を

率

い
て
、

サ

タ

ブ

ハ
ナ
王

朝

を

倒

し

た

。

碑

文

の

記
述

に

よ

る

と

サ

ン
タ
ム
ラ
は
、

シ
ヴ

ア
教
徒
の
傾
向
を
有
す
る
べ
ー
ダ

2

亀
餌
)

信
仰
の
支
持
者
で
あ
つ
た
。
か
れ
の
後
継
者
た
ち
も
亦
バ
ラ
モ
ン
教

を
信
奉
し
て
い
た
。

バ
ラ

モ
ン
教
徒
た
ち
が

シ
ユ
リ
パ
ル
グ
タ

(S
rip
a
rv
a
ta
)
僭
院
を
略
取
し
た
と
い
う
玄
弉
の
記
述
は
、

こ
れ

ら
の
事
件

に
言
及
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
、
バ
ラ

モ
ン
教
復
興

の
好
戦
的
形
勢
が
、
サ
タ
ヴ

ハ
ナ
王
朝
を
放
逐
し
、
イ

ク

シ
ユ
ワ
ク
王
朝
を
起
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四

、

ナ
ガ

ル

ジ

ユ
ナ

コ

ン
ダ

の
四

つ

の
歴

史

的

な

彫

刻

・

エ

ム

●
ラ

マ

●
ラ

オ

博

士

ナ

ガ

ル
ジ

ユ
ナ

コ

ン
ダ

(N
a
g
a
r
ju
n
a

K
o
n
d
a
)

の

発

掘

中

に

得

ら

れ

た

夥

し

い
石

板

彫

刻

の
中

に

は

、

宗

教

的
性

格

の
彫

刻

が

多

数

あ

る

が

、

歴

史

的

に

重

要

な

も

の

は

少

な

い
。

二

つ

の
石

板

は
、

バ

ラ

モ

ン
教

と

の
関

係

を
絶

つ
王

を

描

い
て

お

り

、

そ

の

ヅ
つ

の

混

成

彫

刻

は
同

じ

出

来

事

と

そ

の
結

果

と

し

て
仏

教

に
帰

依

す

る
王

を

描

写

し

て

い

る

。

こ

の
王

は

イ

ク

シ

ユ
ヴ

ク

・
シ

エ
リ

・
グ

イ

ラ

゜

プ

リ

サ
ダ

ツ

　

(
Ik
s
v
a
k
u

S
r
i

V
ir
a

P
u
r
is
a
d
a
t
ta
)

と
同

一

視

さ

れ

ね

ば

な

ら

な

い
。

ま

た

ナ
ガ

ル

ジ

ユ
ナ

」

ン
ダ

で
手

に
入

つ

イ
ン
ド
歴
史

学
会
に
出
席
し

て

八
三



た

こ
の
王
の
統
治
第
十
八
年
の
日
附
の
あ
る
四
つ
の
碑
文
は
、
か
れ

の
勝
利

と
長
寿
に
対
ず
る
賂
物
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
同
じ
場

所

の
も
う

一
つ
の
彫
刻
は
、
象
か
ら
滑
り
落

ち
る
王
逢
表
わ
す
戦
い

の
場
面

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
王
も
亦
プ
リ
サ
ダ
ツ
タ
と
同

一
人
で

あ
り
、

そ
の
戦
い
の
場
面
は
、
か
れ
が
バ
ラ
モ
ン
教
を
公
然
と
非
難

し
た
結

果
起
つ
た
と
思
わ
れ
る
暴
動

の
抑
圧
を
現
わ
し
て
い
る
。
王

に
対
す

る
個
人
的
な
危
険
が
、
か
れ
の
安
全
と
勝
利
の
た
め
の
贈
物

を
作
ら
せ
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
れ
故
に
、
こ
れ
ら
の
四
つ
の
彫
刻

は
歴
史

的
に
重
要
で
あ
る
。

五

、

古

代

ヵ

シ

ュ
ミ

ラ

の

人

々

1

か

れ

ら

の

人

種

的

親

近
性

ー

ス

ニ
ル

・
チ

ヤ

ン
ド

ラ

・
ラ
イ

博

士

タ

ゴ

ー

ル

(
T
a
g
o
r
e
)

は
、

か

れ

の
有

名

な
詩

の
申

で

、
イ

ン
ド

を

異

民

族

に
属

す

る

人

々
°が

互

に

遭

遇

し

混

合

し

た

巡

礼

の
場

所

と1

比
較
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
で
真
実
で
あ
る
こ
と
は
、
亜
大
陸
の
最
北

端

に
位
す
る
国
、

カ
シ
ユ
ミ
ラ

(K
a
s
m
ira
)

に
於
い
て
も
同
じ
く

真
実
で
あ
る
。
こ
の
論
文

の
著
者
は
、
歴
史
的
言
語
学
的
資
料
に
基

八
四

つ
い
プ丶

主
と
し
て
古
代

カ
シ
ユ
ミ
ラ
の
入
々
の
人
種
的
親
近
性

を

取
扱
う
。

六

、

モ

ヘ
ソ
ジ

ヨ
ダ

ロ
と

べ

ー
ダ

の
文

化

シ

ユ
リ

・
ラ

ン
プ

ラ

サ

ド

¢

マ
ジ

ユ

ム
ダ

ル

モ

ヘ
ン

ジ

ヨ
ダ

n
(
M

o
h
e
n
jo
d
a
r
o
)

文

化

は
、
了
べ

ー
ダ

(
V
e
d
a
)

文

化

と

類

似

し

て

お
り

、

そ

れ

の

後

期

の
部

分

を

代

表

し

て

い
る

こ

と

を

こ
こ

で

証

明

し

よ
う

と

し

た

。

時

代

と

地

域

に
限

定

さ

れ

て

い

る

モ

ヘ
ン
ジ

ヨ
ダ

ロ
文

化

は

、

べ

ー

ダ
文

化

と
類

似

し

だ

(
或

い
は

類

似

し

て

い
な

い
)

特

徴

を

す

べ

て
保

持

し

て

い

る

こ
と

を

期

待

す

る

こ

と

は

で

き

な

い

と

い
わ

れ

て

き

た

が

、

や

は
り

多

く

の
共

通

的

、
特

微

が

あ

る
。

e

べ

ー
ダ

の

.諺
く
餌
ω
.
は

、

Y
a
s
k
a

に
よ

る

と

、

金

を
意

味

ノ

す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
.ま
た
も
し
も
そ
れ
が
鉄
を
意
味
す
る

も
の
な
ら
ば
'
鉄
が
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
ダ

ロ
に
存
在
し
た
こ
と
は
あ

り
え
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
そ
れ
は
土
地
の
申
で
錆
び

て
腐

つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
更

に
恐
ら
く
町
は
鉄
具
を
も

つ
て
堀
ら
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
た
。



目

ベ

ー

ダ

は

農

村

と
都

市

の
兩

文

化

を

代

表

し

て

い
る

。

農

村

の
特

徴

は

、

も

し

も

沢

山

あ

る
な

ら

ば

む

し

ろ
古

代

を

示

唆

す

る

で

あ

ろ

う
。

⇔

S
is
n
a
d
e
>
a

な

ど

の

よ

う

な

べ

ー

ダ

の

言

葉

は
、
P
h
a
llu
s

祟

拝

を

表

示

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い
。

モ

ヘ
ン

ジ

ヨ
ダ

ロ

の

三
頭

像

は

'

S
iv
a
,
R
u
d
r
a
,
T
r
is
ir
s
a

T
.
V
is
w
a
r
u
p
a

を

表

現

し

て

い

る

の

か

も

し

れ

な

い
。

そ

れ

ら

の

す

べ
て

は

べ

ー

ダ

的

N

あ

る

°
M

a
h
e
s
w
a
r
は

P
a
n
in
ia
n

V
e
d
a
n
g
a

の

起

源

で

あ

る

。

6∩
霞

冨

ω

や

混

成

語

の
起

源

の
多

く

は

R
s
is

や

A
r
y
a
n
s
で

あ

る

。

そ

し

て

そ

れ

ら

は

人

種

や

よ

り

優

れ

た
民

族

よ

り

も

よ

り

一
暦

文

化

を
表

示

す

る

も

の

で

あ

る

。

㈲

、ひq
o
.
す

な

わ

ち

牝

牛

は

、

サ

ン

ス

ク

リ

ツ

ト

で

は

男

性

.ま

た

は

女

性

と

し

て
用

い

ら
れ

、

モ

ヘ

ン
ジ

ヨ
ダ

μ
の
牡

牛

と

比

較

す

る

こ

と
が

で

き

る
。

岡

年

代

学

の
問

題

は

と

も

か

く
容

易

に
西

紀

前

三

〇

〇

〇

年

以

前

に
さ

か

の

ぼ

る

こ
と

が

で

き

ゐ

。

因

モ

ヘ
ン
ジ

ヨ
ダ

ロ
の

N
①
げ
建

(
斑

馬

)

に
似

た

像

は
、

べ

ー

ダ

文

学

の
中

に
多

く
言

及

さ

れ

て

い
る

馬

を
意

味

す

る

の
か

も

イ
ン
ド
歴
史
学
会

に
出
席
し

て

し

れ

な

い
。

人

種

的

学

読

は

全

く

科

学

的

で

は

な

い
。

家

長

制

と
女

家

長

制

と

の
論

及

は

、
≦

<
効
の
≦
鋤
コ

な

ど

の
そ

う

い
う

性

質

を

も

つ
て

い

る

V
e
d
a

の

中

で

は
珍

ら

し

い

こ
と

で

は

な

い
。

埋

葬

さ

れ

た

遺

骨

を

保

存

す

る

こ
と

は

O
匪

旨

の
暮

蕁

を

示
す

。

<
①
9

づ
帥Q
餌

の
著

者

と

し

て
有

名

な

団
鋤
ω
鍾
斜
O
o
び
三

冨

な

ど

の

よ
う

な

名

は
、

そ

れ

ぞ

れ

S
a
t
.
B
r
°
や
'

S
a
m
a

<
e
.

や

'

V
a
m
s
a

B
r
.
の
教

師

の

リ

ス

丶

ト

の

初

め

の

辺
り

に

見

出

す

こ
と

が

で
き

る
。

そ

れ

故

に
極

め

て

古

い
も

の

N

あ

る
°

p
o
ly
a
n
d
r
y
,
N
iy
o
g
a

及

び

そ

の

よ
う

な

他

の

も

の
は

、

む

し

ろ

べ
」

ダ

の
古

代

を

示

す

も

の

で

あ

る
。

モ

ヘ
ン
ジ

ヨ
ダ

ロ
は

L
a
lit
a

V
is
t
a
r
a

に
言

及

さ

れ

て

い

る

六

四

の
文

宇

か

ら

S̀
in
d
h
u
li
p
i'
あ

る

い
は

そ

れ

に
似

た

性

質

の

も

の
を

表

現

し

得

る

。

七

、

ベ

ン
ガ

ー

ル
の
初

期

の
碑

文

と

サ

ン

ス
グ

リ

ツ

ト

文

学

に
於

け

る

都

市

生

活

と

地

方

生

活

シ

ユ
リ

。
タ

ボ

ナ
ト

。
チ

ヤ

ク

ラ

ヴ

ル

テ

イ

八
五



ベ
ン
ガ
ー
ル
の
初
期
の
碑
文
と
古
代
の
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
文
学
は

古
代
ベ

ン
ガ
ー
ル
の
都
市
生
活
と
地
方
生
活
に
つ
い
て
の
僅
か
の
知

識
を
与

え
て
く
れ
る
。
現
在
の
よ
う
に
古
代

ベ
ン
ガ
ー
ル
に
於
い
て

も
都
市
生
活
と
地
方
生
活
と
の
間

に
は
奇
妙
な
対
照
を
見
出
す
こ
と

が
で
き

る
。
古
代

ベ
ン
ガ
ー
ル
の
村
落
の
う
ち
に
は
生
活
の
原
始
的

な
素
朴

さ
と
思
想

に
関
し
て
は
保
守
主
義
を
見
出
す
こ

と

が

で

き

る
。
古
代
ベ
ン
ガ
ー
ル
の
都
市
や
地
方
都
市

に
は
異
つ
た
絵
の
よ
う

な
光
景

ー
富
裕
と
奢
侈
と
近
代
主
義
の
美
観

ー
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。

八

、

カ

リ

ダ

ー

サ

の

ラ

グ

フ
ヴ

ン
サ

に

於

け

る

フ
ナ

の
葬

式

の

風

習

に
関

し

て

ブ

ツ
ダ

・
ブ

ラ

カ

シ

ユ
博

士

ラ

グ

(R
a
g
h
u
)

の
勇

猛

な

こ

と

は

フ

ナ

(
国
億
昌
9
)

の

婦

人

た

ち

の
赤

い
頬

に
表

現

さ

れ

て

い

る

、

と

ラ
グ

ヴ

ン
サ

(u
v
a
m

s
a

〔
jy
.
6
8
〕

の

中

で

カ

リ

ダ

サ

(
K
a
lid
a
s
a
)
は

述

べ

て

い

る
。

こ

の

詩

文

に

関

す

る
注

釈

の
中

で

マ
リ

ナ
タ

(
M

a
l
lin
a
th
a
)

は
次

の

よ
う

に
述

べ

て

い

る
。

フ
ナ

の
婦

人

た

ち

の
頬

は

、

か

れ

ら

の
良

八
六

人

た

ち

が

死

ん

だ

た

め

に
、

悲

哀

の

あ

ま
り

む

ち

打

つ

て
赤

く

な

つ

た

の

で

あ

る
、

と

。

し

か

し
、

と
れ

は

臆

測

以

上

の
何

も

の
で

も

な

い
。

シ

ナ

の
典

籍

に
よ

る
と

、

モ

ン

ゴ

リ

IY・
の

T
'u
-K
iu
e

は

、
男

が

死

ん

だ

と

き

に

は
何

時

で

も

血

が

涙

と

と

も

に
流

れ
落

ち

る

の
を
・

見

る

こ

と

が

で

き

た

程

、

ナ

イ

フ
で

顔

を

深

く

切

る

こ
と

に
慣

れ

て

い

た

こ
と

を

我

々

は
知

る

°

(
S
t
a
n
is
la
s

J
u
lie
n
,
D
o
c
u
m

e
n
t
s
.

s
u
r

le
s

T
'o
n
K
iu
e
,
J
.
A

.
(
1
8
6
9
)

P
.
3
3
2
)

'

こ

の
習

慣

は

亦

フ
ナ

や

ヘ

フ
タ
リ

テ

(出
o
O
窪

巴
詳
o
の
)

の
中

で

も

一
般

的

で

あ

つ

た
。

カ

リ

ダ

ー

サ

は
前

述

の

ラ

グ

ヴ

ン
サ

の
詩

文

の
中

で

そ

れ

に
言

及

し

た

の

で

あ

る

。

九

、

ロ
ト

ハ

を
最

古

の
史

跡

(
サ

ウ

ラ

シ

ユ

サ
ト

ラ

に
於
-け

る
)

(
イ

ン
ダ

ス
年

代

記

の
基

点

)

シ

ユ
リ

・
ケ

ー

・
エ

ヌ

・
サ

ス

ト

リ

一
九
五
四
年
か
ら

一
九
五
五
年
に
か
け

て
こ
の
遺
跡
で
イ
ン
ド
考

古
学
局
の
手
で
行
わ
れ
た
発
掘
は
、

ハ
ラ
ツ
パ

(H
a
ra
p
p
a
)
文
化

の
三
様
相
の
関
連
を
明
か
ら
に
し
た
。
そ

れ
ら
は
、
下
部
よ
り
上
部

に
そ
れ
ぞ
れ

「前
衛
」

「
衛
」

「
後
衛
」

の
形
を
と
つ
て
い
る
。
と



き
ど

き
、
西
暦
紀
元
前
二
〇
〇
〇
年
頃
あ
る
い
は
そ
れ
以
後

の
泥
煉

瓦
の
重

々
し
い
城
壁
は
洪
水
あ
る
い
は
外
敵

に
対
す
る
防
禦

の
手
段

と
し
て
造
ら
れ
た

こ
と
を
、

ロ
ト

ハ
ル
の
堤
の
横
断
面
は
示
し
て
い

る
。

こ
れ
は
防
禦
の
相

で
あ
る
。

ハ
ラ
ツ
パ
人
の
占
有
し
て
い
た
こ

の
堤

は
数

フ
イ
ト
下
に
拡
が
つ
て
お
り
、
こ
の
相
は
発
掘
者
に
は
、

「前
衞
相
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
相
の
起
源
は
西
暦
紀
元
前
二

、五
〇
〇

年
に
さ
か
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
年
代
は
、

ニ
ユ
ー
デ
丿
1
の

国
立

博
物
館
で

一
九
五
五
年
九
月
に
開
か
れ
た
考
古
学
展
覧
会
に
展

示
さ
れ
た

シ
ユ
リ

・
S

・
R

・
ラ
オ
の

「
文
化
系
列
図
表
」
か
ら
取

嚇

つ

た

も

の

で

あ

る

。

ロ
ト

ハ

ル
は

ラ

ン
グ

プ

ラ

(
R
a
n
g
p
u
r)

や

ル
01
J

(
R
u
p
a
n
)

よ
り

も
古

い
。

「
イ

ン
ド
考

古

学

」

"
I
n
d
ia
n

A
r
c
h
a
e
o
lo
g
y
"

(
j
九

五

四
-

五

五

)

に
発

表

さ
れ

た

簡

単

な
報

告

に

よ

る

と

、

ハ
ラ

ツ

パ

人

の
占

有

の
起

源

は

、

ラ

ン
グ

プ

ラ
も

ル
パ

ル

も

と

も

に
西

暦

紀

元
前

二

〇

〇

〇

年

頃

に
帰

し

う

る
。

そ

れ
故

に

ロ
ト

ハ

ル
は

前

述

の

二

つ

の

遺

跡

よ

り

も

約

五

〇

〇

年

古

い

こ

と

に
な

る
。

ハ
ラ

ッ

パ
人

が
最

初

に

イ

ン
ド
歴
史

掌
会

に
出
席

し
て

・
ト
ハ
ル
を
占
有
し
た
年
代
は
、
西
紀
前

二
五
〇
〇
年

で
あ
り
、
イ

ン
ダ
ス
文
明
の
年
代
は
必
然
的
に
そ
れ

よ
り
古

い
に
ち
が
い
な
い
。

D
r.W
h
ee
ler

の
見
解
に
よ
る
と
、
円
熟

し
た

ハ
ラ
ツ
パ
で
も

モ
ヘ

ン
ジ

ヨ
ダ

ロ
で
も
、
西
紀
前
二
五
〇
〇
年

頃
で
あ
る
。
も
し
も
か
れ

の
年
代
を
受
容
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
円
熟
し
た

ハ
ラ
ツ
イ
文
化
が
-

三
つ
の
場
所
、
す
な
わ
ち

ハ
ラ
ッ
パ

・
モ
ヘ
ン
ジ
ヨ
ダ

ロ
・
ロ
ト

ハ

ル
で
同
時
に
出
現
し
た

こ
と
を
意
味
す

る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

ロ
ト

ハ
ル
は
ハ
ラ
ッ
パ
の
文
化
の
非
常

に
頽
廃

し
た
面
を
代

発

し

て

い

る
。
こ
の
形
髄
は
、

ハ
ラ
ツ
パ
や

モ
ヘ
ン
ジ

ヨ
ダ

ロ
に
示
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
イ

ン
ダ

ス
文
明
の

「
後
期
」

よ
り
も
数
世
紀

の
ち
に
現

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
イ
ン
ダ
ス
文
明

の
初
期
に
対
し
て
西
紀
前

四
〇
〇
〇
年
と
い
う
修
正
さ
れ
た
年
代

に
つ
い
て
私
の
見
解
を
強

め

た
。一

九
五
四
-
五
五
年
の
間

に
考
古
学
局

の
手

で
ラ

ン
グ
ブ
ル
に
於

い
て
発
掘
さ
れ
た
光
沢
の
あ
る
赤
い
陶
器

の
賚
料
に
つ
い
て
は
こ
の

論
文
で
も
論
じ
た
。

こ
の
光
沢
の
あ
る
赤

い
晦
器
が
.

ハ
ラ
ツ
パ
の

H
共
同
墓
地
の
光
沢
の
あ
る
赤
い
陶
器

と
よ
く
似

て
い
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。
結
果
と
し
て
、

こ
の
陶
器
製

造
業
は
レ

ハ
ラ
ツ
パ
人
の
仕

八
七



事

で

は

な

く

、

こ

れ

よ

り

早

い

文

化

が

蓑

え

つ

つ

あ

つ

た

と

き

、

そ

の

舞

台

に

現

わ

れ

た
或

る

異

邦

人

の

仕

事

で

あ

つ

た

。

一

.
二
は

j
-i;
五

111年

W

a
lt
a
ir

に

於

け

る

第

十

六

回

大

会

記

事

(
P
r
o
c
e
e
d
in
g
s

o
f
th
e

S
ix
t
e
e
n
th

S
e
s
s
io
n

:

F̀
a
lta
ir
)

〈

近

刊

〉

の

う

ち

か

ら

と

り

ま

し

た

。

三

ー

九

ま

で

は

一
九

五

五

年
第

一
八

回

大

dk(,,,�

事

(L
ist
o
f
F
a
p
e
r
s

a
n
d

S
a
m

m
a
r
ie
s
)

S

う

ち

か

ら

と

り

ま

し

た

。

追

記
一
九
五
六
年

一
月
臼†
九
日
あ
さ
五
時
四
五
分
、
バ
ク
チ
博
士
は
急

逝
さ
れ
た
。
心
臓

マ
ヒ
。
享
年
五
八
才
。
そ
の
葬
儀

の
模
様
は
申
外

日
報
に
詳
し
く
報
じ
ま
し
た
か
ら
御
覧
下

さ
い
。

.

馳博
士
の
著
者
欧
文
の
も
の

一
四

(う
ち
未
刊

一
)
册
、
論
文
六
〇

を
数
え
る
。
そ
の
主
な
も
の
は
左
記
の
通
り
で
す
。
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